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粒体の製造や取扱において，金属容器・配管

に代えて，容器そのものやライニングとしてガ

ラスやフッ素樹脂等が使われている．しかし，

一般にガラスや樹脂は絶縁性が高く，静電気が

発生しやすいという欠点がある．特に粒体は取

り扱う量に対して表面積が大きくなるため，相

対的に大きな静電気を蓄積し，その影響は大き

い．静電気は電気力を発生させるため，粒体が

付着するなどのハンドリングの不具合を引き

起こすため，粒体の取り扱いでは静電気は発生

しない方が望ましい．  

これまでの基礎的な研究により，減圧した窒

素や乾燥空気中で金属と絶縁体間の摩擦を行

うと，発生した静電気が直後に放電緩和し，大

気中での静電気発生量に比べ，著しく低減され

ることが分かっている[1]． 

そこで，真空引きにより絶縁体間でも静電気

が緩和するかを確認するために，試験的な実験

を行った．その様子を図 1 に写真で示す．左側

の写真は装置全体を示しており，手をかけてい

るバルブを開くことで，真空ポンプによりガラ

ス製試験管の内部が真空引きされる．試験管に

はアルミナ小球（直径 1 mm，白色）を大気中

（気温 18.5℃，相対湿度 34%）で入れ，試験

管を振ることで静電気を発生させて付着させ

た．これを真空に引くと，右側の写真で示した

ように，内壁に付着していたアルミナ球が真空

引きしている途中に一斉に落下した． 

 現在，内部の気体圧力や粒体の帯電量を測定

し，静電気発生量の違いを定量的に評価する実

験を進めている．講演では得られた結果につい

て報告する． 
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図１．真空引きによる静電気緩和の観察． 
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